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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性別比は、男性が58.2%とわずかに男性が多く、これは日本全体での統計（57.8)とほぼ同比率でした。
当院受診時の年齢分布は60歳代が35.4%と最も多く、次いで70代、50代の順でした。
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